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Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
は
、２
０
２
４
年
10
月
14

日（
月
）〜
15
日（
火
）に「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
」に
お
い
て
、約
１
４

０
名
参
加
の
も
と「
第
34
回
定
期
委
員
会
」を
開
催
し
た
。冒
頭
、準
備

地
本
を
代
表
し
て
髙
杉
事
務
長（
広
島
地
本
）か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、議
長
に
林
委
員（
神
戸
地
本
）、向
田
委
員（
広
島
地
本
）の
両
名

を
選
出
し
、議
事
を
進
め
た
。

　

常
任
委
員
会
を
代
表
し
て
、李
澤
委
員
長
が「
安
全
」・「
政
治
活
動
」・

「
春
闘・労
働
協
約
改
訂
交
渉
」・「
組
織・青
女
活
動
」に
つ
い
て
挨
拶
を

し
た
。ま
た
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
も
ご
臨
席
を
賜
り
、激
励
の
挨
拶

を
頂
い
た
後
、活
動
経
過
報
告
、活
動
方
針（
案
）の
提
起
を
行
っ
た
。

　

２
日
目
に
全
体
質
疑
を
行
い
、各
地
本・総
支
部
を
代
表
し
て
29
名
の

委
員
か
ら
、57
項
目
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
活
動
方
針
を
補
強
し
た
。

そ
の
後
、メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
、サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
、活
動
方
針
等
が
満
場
一致

で
採
択
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、青
年
女
性
委
員
会
を
牽
引
し
て
き
た
磐
田
事
務
長

や
３
年
間
副
委
員
長
を
務
め
た
三
宅
副
委
員
長
な
ど
、計
10
名
が
退
任
し
、

李
澤
委
員
長
、髙
杉
事
務
長
を
中
心
と
す
る
新
た
な
役
員
体
制
が
発
足
し

た
。最
後
に
、李
澤
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、第
34
回
定
期
委
員
会

は
閉
会
し
た
。

　

同
時
に
開
催
し
た
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、地
本
の
部
で
は
、京
都
地

本「
京
こ
の
頃
…
。」、支
部
の
部
で
は
、米
子
地
本
石
見
支
部「
あ
く
あ
」

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

宮
田 

桃
花
（
広
島
地
本
）

●
広
島
病
院
支
部
が
４
月
か
ら
自

治
労
へ
と
変
わ
る
が
、ユ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
等
多
く
の
方
と
触
れ
あ
う
機

会
の
提
供
を
お
願
い
す
る
。

神
部
　
崇
（
神
戸
地
本
）

●
青
女
世
代
の
執
行
部
役
員
へ
の

要
請
が
あ
る
。規
定
の
改
訂
を
変

更
で
き
な
い
の
か
。

寺
岡 

大
介
（
岡
山
地
本
）

●
電
気
部
門
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
研
修
に
て
、教
材
を
冊
子
で
配

布
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

●
新
入
社
員
の
組
合
加
入
の
際
、

恐
怖
感
を
感
じ
る
時
が
あ
る
と
の

声
が
あ
る
。動
機
づ
け
の
検
討
を
。

●
30
歳
以
上
の
社
会
人
採
用
は
青

女
活
動
に
携
わ
れ
な
い
。何
か
検

討
し
て
い
る
の
か
。

●
組
合
が
原
因
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
。全
員
が
関
わ
れ

る
仕
組
み
が
必
要
。

●
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、各
地
本
の

活
動
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

幸
賀 

啓
泰
（
福
知
山
地
本
）

●
エ
リ
ア
の
意
識
に
違
い
が
あ
る
。

事
故
後
入
社
の
組
合
員
へ
事
故
の

悲
惨
さ
を
伝
え
て
い
く
。

●
活
用
し
や
す
く
、不
公
平
感
の
な

い
制
度
を
。エ
リ
ア
手
当
て
や
住
宅

補
給
金
の
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

武
田
　
航
（
大
阪
地
本
）

●
駅
で
育
短
や
シ
ニ
ア
ハ
ー
フ
を
１

人
数
え
る
の
は
、大
き
な
負
担
。要

員
の
正
し
い
カ
ウ
ン
ト
方
法
を
教

え
て
ほ
し
い
。

●
更
衣
時
間
を
労
働
時
間
と
し
て

考
え
直
し
て
ほ
し
い
。

●
旧
支
社
エ
リ
ア
を
跨
ぐ
社
員
同

士
の
配
偶
者
同
行
制
度
が
却
下
さ

れ
、長
時
間
通
勤
を
行
っ
て
い
る
。

適
応
範
囲
の
拡
大
を
。

●
奨
学
金
の
肩
代
わ
り
を
す
る
制

度
を
新
設
し
て
ほ
し
い
。

岩
城
虎
太
郎
（
西
バ
ス
地
本
）

●
バ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
23
名
参
加
。

他
の
バ
ス
グ
ル
ー
プ
と
有
意
義
な
交

流
が
で
き
た
と
の
声
。

●
プ
ロ
採
の
本
社
異
動
は
手
当
て

が
無
く
、手
取
り
が
減
る
。そ
し
て

手
当
を
求
め
る
。

●
万
博
に
は
西
バ
ス
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
利
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

大
垣
　
崇
（
神
戸
地
本
）

●
育
休
制
度
に
つい
て
、人
手
不
足

で
、せ
っ
か
く
勝
ち
取
っ
た
制
度
が

使
え
な
い
。

松
本 

敬
太
（
中
バ
ス
地
本
）

●
青
女
組
合
員
減
少
に
伴
う
年

齢
上
限
引
き
上
げ
に
つい
て
、段
階

的
に
行
って
は
如
何
か
。

●
常
任
委
員
会
の
旅
費
負
担
に
つ

い
て
、節
約
も
限
界
が
あ
る
。本
部

か
ら
支
援
を
お
願
い
す
る
。

●
乗
務
員
不
足
に
つい
て
、悪
循
環

の
制
度
改
正
に
な
っ
て
い
る
。労
働

基
準
法
改
正
を
お
願
い
し
た
い
。

才
原 

宏
之
（
本
社
総
支
部
）

●
昨
年
よ
り
、新
入
社
員
研
修
を

終
え
、支
社
や
本
社
間
接
部
門
に

着
任
す
る
総
合
職
が
出
て
き
た
。

管
理
職
への
過
程
で
、現
場
を
知
ら

な
い
の
は
、適
切
な
部
下
の
指
導
に

不
安
が
残
る
。

●
初
期
配
属
の
間
接
部
門
配
属
対

象
者
は
、全
系
統
が
対
象
か
、ま
た

当
事
者
へ
の
現
業
区
業
務
理
解
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
計
画
に
つ
い
て
、説

明
が
欲
し
い
。

中
川 

瑠
芽
（
京
都
地
本
）

●
介
助
ア
プ
リ
に
つい
て
、不

具
合
や
調
整
等
の
作
業
を

必
要
と
し
使
い
勝
手
が
悪

い
。現
状
の
紙
で
マ
イ
ナ
ス
面

が
あ
る
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
Ｍ
Ｖ
増
設
と
窓
口
閉
鎖

に
よ
る
要
員
の
見
直
し
に
つ

い
て
、窓
口
の
混
雑
が
ひ
ど
い
。

Ｍ
Ｖ
の
台
数
も
少
な
い
。

中
津
彰
太

（
京
都
地
本
）

●
大
保
線
区

化
と
な
っ
て

も
業
務
量

は
変
わ
ら
な

い
の
に
、本
区
と
管
理
室
で
賃
金
の

不
公
平
感
が
あ
る
。

●
現
場
長
と
係
長
の
２
名
＋
Ｃ
層

の
箇
所
は
、管
理
者
の
負
担
が
大

き
く
超
勤
と
な
っ
て
い
る
。

吉
谷 

和
希
（
広
島
地
本
）

●
今
春
闘
は
手
当
あ
り
き
の
賃
金

体
系
を
作
っ
た
の
で
は
と
思
う
。

　

妥
結
し
た
経
緯
と
、25
春
闘
の

闘
い
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

●
今
後
の
青
女
の
在
り
方
に
つ
い

て
、支
部・分
会
と
中
央
本
部
の
温

度
差
が
非
常
に
大
き
い
。

●
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
つい
て
、次
世

代
の
公
共
交
通
、災
害
に
強
い
鉄
道

構
築
に
向
け
て
、今
後
の
方
向
性
を

教
え
て
欲
し
い
。

髙
林 

大
樹

（
金
沢
地
本
）

●
エ
リ
ア
手
当
増

額
を
。

●
実
務
認
定
試

験
を
ポ
イ
ン
ト

制
に
変
更
し
た
が
、３
セ
ク
出
向
者

は
、出
向
先
と
Ｊ
Ｒ
の
規
定
を
覚

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
総
合
職
、金
沢
エ
リ
ア
の
人
事
運

用
に
つ
い
て
、幹
・
在
・
３
セ
ク
が
混

在
し
て
い
る
。ま
た
、総
合
職
は
す

ぐ
に
間
接
に
いっ
て
し
ま
う
。こ
の

人
事
運
用
は
い
か
が
な
も
の
か
。

森
本 

託
実
（
中
バ
ス
地
本
）

●
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
中

バ
ス
も
、制
服
の
統
一
は
で
き
な
い
の

か
。

●
外
国
人
技
能
実
習
生
に
つい
て
、

バ
ス
は
基
本
ワ
ンマ
ン
な
の
で
、運
転

も
旅
客
対
応
も
必
須
。外
国
人
実

習
生
が
担
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

牧
野 

帆
夏
（
大
阪
地
本
）

●
頭
髪
規
定
が
一
般
常
識
を
外
れ

て
い
る
。個
性
を
損
な
わ
な
い
ル
ー

ル
に
し
て
ほ
し
い
。

●
定
期
健
康
診
断
の
女
性
枠
に
つ

い
て
、週
替
わ
り
で
午
前
に
も
設
け

て
ほ
し
い
。

はじめに
　私は、連合の珠洲市災害ボランティア
活動に参加した。現地の惨状は想像を
超えるものであったが、そこでも、人と人と
の助け合いの大切さを認識させられた。
　激甚化する自然災害が発生しても、必
ず、復旧・復興は果たせる。私は信じてい
る。その先には、必ずこれまで以上の強い
信頼・絆が生まれていることを。
　この先も仲間との助け合いや繋がりを
大切に感じて活動いただくことをお願い
する。
安全の確立について
　未だに重大労災や死亡に繋がりかね
ない事象が続いている。安全が０番であ
ることの意味、安全を最優先とし、「ゼロ
からの出発」という意味を、改めて皆さん
と確認し、共有したい。
　安全は確約されたものではない。ルー
ルを守り、一定の注意力を要するもので
ある。ルールは守るためにあるが、その
ルールが実態にそぐわないものであるな
らば、それを変える議論をすべきである。
それは現場で働く者の責務である。
　重大労災防止の行動指針（改訂版）を
お配りさせていただいた。グループ会社
や協力会社の方と業務をする際には、ぜ
ひ活用し、一緒に確認しあっていただき
たい。
　「安全お守り手帳」を活用いただき、
「（Ａ）当たり前のことを、（Ｂ）馬鹿にせず、
（Ｃ）ちゃんとする」ＡＢＣ運動と、確認会
話やこまめな声掛けを、全ての職場で取
り組むことを要請する。世界で一番安全
なＪＲを全組合員一丸となって作り上げ
ていこう。
政治活動について
　耳にタコができるほど言っているが、政
治は無関心でも無関係ではいられない。
　これまで、各政治家の働きにより省庁
や大臣への要請行動を行ってきている。
コロナ禍における「雇用調整助成金の特
例措置延長」、「産業雇用安定助成金の
適用拡大」などの実現も勝ち取ることが
できた。
　昨年４月には改正地域交通法が成立
し、地方路線の在り方についての議論が
加速している。
　会社では、輸送密度２，０００人未満
17路線30区間が公表された。地方議会
で地域公共交通の重要性について、訴
えてくれている議員がいる。この議員を
応援する。このことは決して間違いでは
ない。引き続きのご協力と、投票行動を
要請する。

春季生活闘争・労働協約改訂交渉
　２０２４春季生活闘争は、連合・ＪＲ連
合の方針に則り、統一ベア要求１０，００
０円、年間臨給５・７箇月、初任給の増
額とそれに応じた賃金カーブへの改善、
各種手当の新設や改善、地上職を中心
とした処遇改善を柱とし、交渉をスター
トさせた。
　粘り強く交渉を展開してきた結果、賃
金引上げ額が定期昇給を含めて社員平
均１９，８２０円、引き上げ率６・３％とい
う、ＪＲ西労組発足以降、過去最高の賃
金引上げとなったほか、「年間臨給５・２
箇月、各種手当の新設や増額」等の回
答を受けた。両バス地本においてもベア
を勝ち取り、グループにも波及ある春闘
となった。
　労働協約改訂交渉についても、計５１
１項目を56項目に集約し、交渉を続け、
多くの改善を図ることができた。特に、短
日数勤務（８日）の全職種拡大、介護短
時間勤務制度の新設、難病・障がいを
持つ子を養育する社員を支援する制度の
拡充、フレックスタイム職場に選択的週
休３日制、いわゆるゼロ時間フレックスの
導入、採用時の年休付与日数の見直しな
ど多くの成果を勝ち取ることができた。
組織・青女活動について
　現在、青年女性委員会は約５,５００名
で、ＪＲ西労組の約20％を占めている。
新入社員の加入行動についても、９１２
名全員加入を果たした。各地本・総支部
青女委員会の組織加入に対する責任あ
る取り組みに感謝申し上げる。
　一方、残念なことに、ＪＲ西労組を脱
退し他労組へ加入する事象も発生して
いる。組織が大きくなり、「一人ひとりの
声が聞こえにくい」「情報が行き届かな
い」といった弊害も出てくる。労働組合は
困っている仲間を助ける組織である。こ
のような事を起こさないためにも、仕事や
生活の中で不安や不満がないか、組合
員一人ひとりの声に耳を傾けてほしい。
　今年、兵庫県丹波篠山市で、ユースス
ピリット２０２４を開催した。こういった活
動を通じて、同じＪＲ西日本グループで
働く同世代の仲間やグループ会社の方
と繋がる機会としてほしい。
　私たちがめざすべきところは、「ＪＲ西
労組で良い」ではなく「ＪＲ西労組が良
い」「ＪＲ西労組じゃないとダメだ」と言わ
れる、求心力のある組織を創り上げてい
く事である。
　みなさんにご理解いただき、みなさん
一人ひとりの力をぜひ貸していただきたい。
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仲
間
と
の
助
け
合
い
や
繋
が
り
を
大
切
に

　
　
　
　
　

西
労
組
運
動
を
推
し
進
め
よ
う

全
体
質
疑

李澤青年女性委員長挨拶（要旨）

「ＪＲ西労組で良い」ではなく
「ＪＲ西労組じゃないとダメだ」へ
求心力のある組織を
創り上げていこう  


